
　▲黒野城下家中屋敷図　玉木家 蔵

　▲加藤光泰・貞泰の足跡

　▲加藤貞泰画像
　大洲市指定有形文化財

　江戸時代後期　龍護山曹渓院蔵

　▲則武新田天神社内に移設の「尉殿堤記念碑」

　▲黒野城跡　　　　　　　　▼黒野城跡　衛星写真
　　　　　　　　

　▲慶⾧５年(1600)濃州関ケ原図 　▲慶⾧14年（1609）加藤左衛門尉貞泰知行御縄打水帳

　▲加藤貞泰・竹中重門宛て
　　徳川家康書状

　岐阜で生まれた戦国武将加藤貞泰は、秀吉の時代、甲斐国主
（２４万石）父光泰（岐阜生まれ）が文禄の役で朝鮮で死去。１５
歳で家督を相続。美濃国４万石に封じられ、黒野城を築く。
　慶⾧５年の関ケ原合戦には、東軍家康に味方して、黒田⾧政、
竹中重門らと先陣として働き、本領を安堵された。城下町を整え、
治水事業に取り組む。
　黒野城はわずか１６年間の在城、その後伯耆国米子城主、伊
予国大洲城主へと転じ、大洲藩の加藤氏は明治維新まで１３代
２５０年続いた。
　本展示では、加藤貞泰について説明するパネルや年表を作成
し、関ケ原合戦では西軍から東軍についた動きや本戦での活躍
について紹介する。
　また、黒野城の唯一の城主であった加藤貞泰がどのように城
下町を整え、治水事業に取り組んだのかについて展示する。
  　　　　　　　　出展者　黒野城と加藤貞泰公研究会


